
奈
良
民
商
か
ら
は
南
増
義
会
計
＝

家
具
販
売
＝

（富
雄
支
部
）
、
大
和

郡
山

・
斑
鳩
民
商
か
ら
は
乾
晋
二
会

長
＝
印
刷
＝
、
生
駒
民
商
か
ら
は
上

野
周
二
会
長
＝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

＝
、
天
理
民
商
か
ら
は
桐
山
陽
介
会

計
＝
測
量

・
設
計
＝
ら
が
参
加
し
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

「消
費
税
は
５

％
に
戻
し
て
景
気
回
復
を
」

「営
業

と
暮
ら
し
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
を
行

え
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

「今
年

は
集
会

・
デ
モ
が
で
き
ず
に
残
念
」

の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

行
動
後
、
各
民
商
の
代
表
が
奈
良

税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

今
、
飲
食
業
者
は
コ
ロ
ナ
不
況
の

甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

西
九
条
町
で
創
業
40
余
年
の
仕
出

し
店
を
営
む
中
西
め
ぐ
み
さ
ん

（南

支
部
）
は
、
銀
行
か
ら
融
資
を
獲
得

し
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
始
ま
っ

た
の
は
２
月
上
旬
。
卒
業
式
や
３
月

の
総
会
、
春
の
会
合
な
ど
、
１
月
に

入

っ
た
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
出

し
、
残

っ
た
の
は
た

っ
た
１
件
に
。

こ
こ
１
～
２
年
、
経
営
改
善
の
た
め

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（団
体
）
の
お
客
様

を
増
や
し
た
こ
と
が
裏
目
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

「従
業
員
を
守
る
」
と
、
こ
の
不

況
が
始
ま

っ
た
時
か
ら
決
め
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
個
人
の
お
客
様

を
増
や
す
こ
と
に
努
め
、
売
上
が
回

復
。

「
こ
れ
な
ら
今
後
の
受
注
が
見

込
め
る
」
と
確
信
が
持
て
た
の
で
、

銀
行
に
融
資
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

融
資
が
決
定
し
、

「従
業
員
を
４
月

か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。

第１７１号 奈良民商ニュース ２０２０年３月２３日

発行 奈良民主商工会

奈良市大森西町13-16

電話0742-33-7266

FAX 0742-34-5826

HP naramnsyo.jp

記帳会

３月、記帳会は

休みます。

絵手紙教室

【日 時】

３月２４日(火)

１０：００

１月作品

「消費税は５％に戻して景気の回復を」と団結ガンバローを行う参加者。

いちばん左は南増義会計。

南
支
部

＝
仕
出
し
＝

奈商連の消費税・新型コロナ影響アンケート

を記入する中西さん

８
人
の
会
員
が
確
定
申
告
書
を
持
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。

２
月
下
旬
、
ダ
ン
ス
教
室
を
経
営
し

て
い
る
Ｎ
さ
ん
か
ら

「新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
生
徒
が
来
な
い
。
会
費
が
払
え

な
い
の
で
退
会
す
る
」
と
の
電
話
が
。

事
務
局
員
は

「民
商
が
力
に
な
れ
な
か
っ

た
の
が
シ
ョ
ッ
ク
」
と
肩
を
落
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
3
月
に
入
り
、
再
度
Ｎ

さ
ん
か
ら

「相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は
や
っ

ぱ
り
民
商
。
や
め
ま
せ
ん
」
と
電
話
が

入
り
ま
し
た
。

３
月
13
日
、
３

・
13
重
税
反
対
全
国
統

一
行
動

・
奈
良
集
会
実
行

委
員
会
は
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
で
行
動
に
と
り
く
み
、
奈
良
、
大
和
郡
山

・

斑
鳩
、
生
駒
、
天
理
の
各
民
商
や
農
民
連
な
ど
か
ら
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。



番
組
は

「奈
良
の
山
あ
い
に
暮
ら

す
研
師
親
子
の
物
語
」
と
始
ま
り
、

二
人
が
プ

ロ
の
理
美
容
師
が
絶
大
な

信
頼
を
寄
せ
る
鋏
専
門
の

「凄
腕
研

師
」
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
ミ
ク
ロ

ン
単
位
で
鋏
を
研
い
で
い
く
職
人
技

や
思
い
、
知
和
さ
ん
が
二
郎
の
も
と

で
技
を
習
得
し
て
い
く
姿
な
ど
を
伝

え
ま
し
た
。

２
人
は
、
週
の
半
分
は
近
畿

・
東

海
地
方
の
お
客
さ
ん
を
訪
ね
て
ワ
ゴ

ン
車
の
中
で
作
業
し
、
残
り
の
半
分

は
南
田
原
町
の
工
房
で
全
国
か
ら
届

く
注
文
に
応
え
て
作
業
し
ま
す
。

二
郎
さ
ん
は
23
歳
で
研
ぎ
師
だ

っ

た
父

・
純
三
さ
ん
に
入
門
し
、
以
来

50
年
近
く
、
研
師
と
し
て
道
を
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

優
れ
た
技
術
や
職
人
の
心
意
気
に

「す
ば
ら
し
い
で
す
ね
」

（川
崎
佳

世
さ
ん
＝
美
容
＝
）
、

「
ミ
ク
ロ
の

調
整
は
正
に
神
業
。
会
員
に
名
工
が

い
る
こ
と
は
誇
り
で
す
」

（浜
中
達

也
会
長
＝
製
菓
＝
）
な
ど
、
視
聴
し

た
会
員
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

約
２
カ
月
に
及
ぶ
密
着
取
材
を
受

け
た
根
矢
さ
ん
。

「人
生
の

一
つ
の

節
目
に
な

っ
た
か
な
」
と
振
り
返

っ

て
い
ま
し
た
。
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３

・
４
月
の
予
定

日 時 行 事 内 容 会 場

３月

２４日（火）１０：００ 絵手紙教室 奈良民商３階

２７日（金）１９：００ 常任理事会 奈良民商２階

４月

１日（水）１９：００ 理事会 奈良民商５階

１５日（水）１３：３０ 記帳会 奈良民商５階

１６日（木）１３：３０ 婦人部世話人会 奈良民商５階

１９日（日） 有馬温泉バスツアー

２１日（火）１０：００ 絵手紙教室 奈良民商３階

吉田千鶴さん＝美容＝（伏見北支部）から封筒が届き

ました。中には、ハンカチで作ったマスクと、作り方や

小学生の頃、保健の先生から教えてもらった思い出など

がつづられた手紙が入っていました。

マスクが不足しているからと、会員さんや事務局員の

ことを思ってくれる人たちが民商にはたくさんいます。

３
月
15
日
、
会
員
の
根
矢
二
郎
さ
ん
、
知
和
さ
ん
親
子
＝
研
師
＝

（東
部

支
部
）
が
テ
レ
ビ
局
の
密
着
取
材
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
番
組

「
一
志
相
伝

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

ワゴン車の中で作業する根矢二郎さん

二郎さんのもとで修業する知和さん


